
イ
ブ
ン
ｏ
バ
ト
ウ
ー
タ
の
旅

『
三
大
陸
周
遊
記
』
の
教
材
化
を
目
指
し
て

新
羽
高
校
　
　
岡
　
　
田

健

一
、　
教
材
化
の
視
点

新
学
習
指
導
要
領
に
は
、
新
た
に

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い

，
う
概
念
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
世
界
史
Ａ
の
授
業
で
は

「
（
１
）
諸
地
域
世
界
と
交
流
圏
」

で
、
世
界
史
Ｂ
で
は

「
（３
）
諸
地
域
世
界
の
交
流
と
再
編
」
で
取
り
上
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
概
念
を
直
接

説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
の
興
味
を
引
き
な
が
ら
、
自
然
に

「ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
存
在
と
役
割
に
気
づ
か
せ
る
事
例
は
な
い
か
、
と
考
え
て

『
三
大
陸

周
遊
記
』
の
教
材
化
に
手
を
着
け
て
み
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
『
三
大
陸
周
遊
記
』
は
、
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
が
残

し
た
旅
行
記
で
あ
り
、
「
モ
ン
ゴ
ル
の
平
和
」
の
下
で
、
人
や
も
の
の
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
「ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
」
の
存
在
と
役
割
を
生
徒
に
印

象
づ
け
る
格
好
の
教
材
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
具
体
的

な

「旅
」
を
通
し
て
、
世
界
史
の
上
で
イ
ス
ラ
ー
ム
が
果
た
し
た
役
割
を
考
察

さ
せ
る
教
材
と
し
て
も
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

一
九
九
六
年
よ
り
、
平
几
社
の
東
洋
文
庫
か
ら

『
大
旅
行
記
』
（全
六
巻

家
島
彦

一
訳
注
）
の
題
名
で

『
三
大
陸
周
遊
記
』
の
刊
行
が
始
ま

っ
た
こ
と
も
、

こ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
理
由
の

一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し

『大
旅
行
記
』
は
、

二
〇
〇

一
年
二
月
現
在
未
完
の
た
め
、
そ
の
解
説
部
分
を
主
に
利
用
し
、
本
文

は
手
許
に
あ

つ
た

『
三
大
陸
周
遊
記
』
（前
嶋
信
次
訳

角
川
文
庫

絶
版
）
に

依
拠
し
た
。

二
、
イ
プ
ン

・
バ
ト
ゥ
ー
タ

（
一
三
〇
四
～
六
八
／
六
九
？
七
八
／
七
九
？
）

モ
ロ
ッ
コ
の
タ
ン
ジ
ャ

（タ
ン
ジ
ー
ル
）
で
生
ま
れ
た
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー

タ
の
正
式
名
は
、
ア
ブ
ー

・
ア
ブ
ド

・
ア
ッ
ラ
ー

・
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ブ
ン

・
ア

ブ
ド

・
ア
ッ
ラ
ー

・
ブ
ン

・
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ブ
ン

・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ム

・
ブ
ン

・

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ブ
ン

・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ム

・
ブ
ン

・
ュ
ー
ス
フ

・
ア
ッ
ラ
ワ
ー
テ

ィ
ー

・
ア
ッ
タ
ン
ジ
ー
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
ア
ブ
ー

・
ア
ブ
ド

・
ア
ッ
ラ
ー
と
は
、
添
え
名
で
、
ム
ハ
ン
マ

ド
が
実
名
で
あ
る
。
ま
た
彼
の
正
式
名
か
ら
父
の
名
前
が
ア
ブ
ド

・
ア
ッ
ラ
ー

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（ブ
ン

¨
～
の
息
子
）
。
正
式
名
の
最
後
の
方
に
あ
る

ア
ッ
ラ
ヮ
ー
テ
ィ
ー

・
ア
ッ
タ
ン
ジ
ー
と
は
、
由
来
名

（
ニ
ス
バ
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
ベ
ル
ベ
ル
族
の
中
の
主
要
部
族
の

一
つ
で
あ
る
ラ
ワ
ー
タ
族
出
身
、

タ
ン
ジ
ャ

（タ
ン
ジ
ー
ル
）
の
生
ま
れ
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
普
通
我
々
が
彼

を
呼
ぶ
、
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
と
は
、
い
わ
ば
家
系
の
名
で
あ
り
、
現
在
も

モ
ロ
ッ
コ
に
そ
の
名
が
残
ら

て
い
る
と
い
う
。

彼
は

一
三
二
五
年
六
月

一
四
日
に
メ
ッ
カ
に
巡
礼
す
べ
く
ふ
る
さ
と
を
旅
立

っ
た
。
こ
の
と
き
の
様
子
を

『
三
大
陸
周
遊
記
』
は
こ
う
述
べ
て
い
る

（前
嶋

信
次
訳
　
前
掲
書
　
引
用
文
の
最
後
に
あ
る
数
字
は
、
同
書
の
ペ
ー
ジ
）
。

一私
が
ふ
る
さ
と
の
タ
ン
ジ
ヤ

（
モ
ロ
ソ
コ
）
を
で
た
の
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
の
後

七
二
五
年
ラ
ジ
ャ
ブ
の
月
の
二
日
、
木
曜
日
の
こ
と
で
、
聖
地
メ
ッ
カ
の
巡
礼

を
行

っ
た
後
、
メ
ジ
ナ
な
る
予
言
者

（
マ
マ
）
の
御
墓
に
詣
で
る
た
め
で
あ

っ

た
。ひ

と
り

の
同
行
者
も
な
く
、
キ

ャ
ラ
ヴ

ア
ン
の
群

に
加
わ
る
の
で
も
な
く
、

た
だ
聖
地
を
訪
れ
る
の
だ
と

の
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
せ
、
か
た

い
決
意
を
ひ
め

て
旅
路
に
出
た
。
心
を
励
ま
し
て
親
し

い
男
や
女

の
人

々
と
別
れ
、
あ
た
か
も
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巣
離
れ
の
小
鳥
の
ご
と
く
、
わ
が
家
を
去

っ
た
の
で
あ
る
。
父
母
と
も
に
在
世

中
で
あ

っ
た
が
、
心
を
鬼
に
し
て
暇
ご
い
を
し
た
。
…
こ
の
と
き
わ
た
く
し
は

三
二
歳
で
あ

っ
た
。
」
（
一
一
）

こ
う
し
て
巡
礼
に
出
か
け
た
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
で
あ

つ
た
が
、
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
で
、
ブ
ル
ハ
ー
ヌ
ッ

・
デ
ィ
ー
ン
と
い
う
学
識
が
高
い
イ
マ
ー
ム

か
ら
、
イ
ン
ド

・
シ
ナ
ヘ
旅
す
る
こ
と
を
予
言
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

へ
の
伝

言
を
頼
ま
れ
た
。
と

『
三
大
陸
周
遊
記
』
に
あ
る
。

結
局
彼
は
、
予
言
通
り
足
か
け
三
ｏ
年
に
及
ぶ
旅
を
し
て
、
現
在
の
国
に
し

て
約
五
〇
カ
国
、
距
離
に
し
て

一
一
万
七
千
キ
ロ
を
踏
破
し
た
。

三
、
『
三
大
陸
周
遊
記
』
に
つ
い
て

「
『都
会
の
珍
奇
さ
と
旅
路
の
異
聞
に
興
味
を
も

つ
人
々
へ
の
贈
物
』
と
題

す
る
旅
行
記
は
こ
こ
に
終
わ
る
。
し
る
し
終
わ

っ
た
の
は
七
五
六
年
ズ
ー
ル

・

ヒ
ッ
ジ
ャ
の
月
の
三
日

（西
暦

一
三
五
五
年

一
二
月
九
日
）
で
あ
る
。

ア
ッ
ラ
ー
よ
、
称
え
ら
れ
て
い
ま
せ
。
そ
の
選
び
た
ま
い
し
、
し
も
べ
ら
に

平
安
あ
ら
ん
こ
と
を
。

イ
ブ
ン

・
ジ

ユ
ザ
イ

（
マ
マ
）
い
わ
く
、
ア
ブ
ー

・
ア
ブ
ダ
ル
ラ
ー

・
ム
ハ

ン
マ
ド

・
イ
ブ
ン

・
バ
ツ
ト
ウ
ー
タ
長
老
の
日
述
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
私
が
抄

録
し
た
も
の
は
こ
れ
で
終
わ
る
。
お
よ
そ
明
敏
な
ひ
と
び
と
は
、
こ
の
長
老
こ

そ

一
時
代
を
代
表
す
る
旅
行
家
で
あ
る
こ
と
を
見
の
が
さ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
『
こ

れ
こ
そ
わ
れ
ら
が
イ
ス
ラ
ム
教
の
世
界
を
代
表
す
る
旅
行
家
で
あ
る
』
と
い
う

も
の
は
、
決
し
て
誇
張
に
わ
た
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
（三
二
八
）

『
三
大
陸
周
遊
記
』
は
、
ち
ょ
う
ど

『東
方
見
聞
録
』
を

マ
ル
コ

・
ポ
ー
ロ

が
日
述
し
、
ル
ス
テ
イ
ア
ー
ノ
が
筆
記
し
た
よ
う
に
、
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ

の
日
述
を
、
イ
ブ
ン

・
ジ

ュ
ザ
イ
イ
が
筆
記

・
整
理
し
て
完
成
し
た
。
こ
の
作

業
は
、
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
が
帰
国
後
に
仕
え
た
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
ス
ル
タ

ン
、
ア
ブ
ー

・
イ
ナ
ー
ン

・
フ
ア
ー
リ
ス
の
命
に
よ
り
、　
一
三
五
五
～
五
六
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
現
在
こ
の
書
の
稿
本
は
、
完
本

・
前
編
稿
本

・
後
編
稿

本

（イ
ン
ド
以
後
の
章
が
後
編
）
を
合
わ
せ
て

一
九
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
こ
の
う
ち
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
後
編
稿
本
は
イ
ブ
ン

・
ジ

ュ
ザ
イ
イ
自

筆
の
も
の
で
あ
る
）
。

さ
て
、
イ
ブ
ン

・
ジ

ユ
ザ
イ
イ
は
、
『
三
大
陸
周
遊
記
』
を
整
理
す
る
際
、

当
時
数
多
く
か
か
れ
て
い
た

「
巡
礼
記
」
に
体
裁
を
揃
え
る
た
め
に
、
他
書
か

ら
引
用
を
行
う
な
ど
、
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
の
口
述
に
か
な
り
手
を
加
え
た

と

い
う
。
ま
た
、
『
三
大
陸
周
遊
記
』
に
は
旅
程
や
時
程
を
め
ぐ

っ
て
矛
盾
す

る
点
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
箇
所
も
多

い

（東
洋
文
庫
版
に
は
豊
富
な
注
が
あ
り
役
に
立

つ
）
。

歴
史
的
に
見
る
と
、
『
三
大
陸
周
遊
記
』
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
重
視
さ

れ
ず
、　
一
七
世
紀
の
後
半
に
よ
う
や
く
カ
イ
ロ
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
な
ど
で
抄
本

が
読
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
あ
ま
り
に
も
奇
妙
な
記
述
や
、
各
地
の
反
イ
ス

ラ
ー
ム
的
な
記
録
が
あ

っ
た
た
め
、　
一
種

の
禁
書
に
な

っ
て
い
た
よ
う
だ

（『大
旅
行
記

一
』
解
説
に
よ
る
）
。
し
か
し

一
九
世
紀
初
め
に
こ
の
本
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
の
間
で
た
ち
ま
ち
注
目
さ

れ
、
評
価
が
高
ま

っ
た
と
い
う
。

四
、
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
の

「旅
」

イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
を
教
材
化
す
る
際
、
生
徒
は
お
そ
ら
く

「彼
は
命
を

懸
け
て
、
危
険
な
探
険
旅
行
を
し
た
」
と
誤
解
す
る
と
思
わ
れ
る

（以
前

マ
ル

コ

。
ポ
ー
ロ
を
取
り
上
げ
た
と
き
同
様
の
反
応
が
あ

っ
た
）
。
こ
の
誤
解
を
逆
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手
に
取
る
と
授
業
の
導
入
と
し
て
利
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
『
三
大
陸
周
遊
記
』

を
読
ん
で
い
く
と
、
盗
賊
や
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
は
あ
る
も
の
の
、

旅
、
特
に
メ
ッ
カ
ヘ
の
巡
礼
を
支
え
る
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
両
面
の
さ
ま
ざ
ま
な

仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「ビ
ル
バ
イ
ス
、
さ
ら
に
東
北
に
進
ん
で
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
、
そ
れ
か
ら
先
は

砂
漠
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ハ
ー
ン
と
呼
ぶ
宿
が
あ
り
、
人
も
騒
記
も
泊

ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
ハ
ー
ン
に
も
、
そ
の
外
側
に
大
き
な
水
槽
が

あ

っ
て
、
旅
人
は
無
料
で
水
を
汲
め
る
し
、
自
分
た
ち
や
家
畜
に
必
要
な
も
の

が
買
え
る
売
店
も
あ

っ
た
。
そ
の
中
で

一
番
有
名
な
の
は
カ
テ
ィ
ヤ
ー
と

い
う

駅
で
、
商
人
た
ち
は
こ
こ
で

一
定
の
税
を
納
め
、
ま
た
所
持
品
に
つ
い
て
綿
密

な
検
査
を
受
け
る
。
税
関
吏
、
徴
税
役
人
、
代
書
人
、
公
証
人
な
ど
の
役
所
も

こ
の
地
に
あ
る
。
シ
リ
ヤ
に
い
く
も
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
旅
行
券
を
も
ら

っ
て

こ
な
い
と
こ
こ
を
通
過
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
し
、
こ
こ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
側
に

は
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
（二
九
）

「
（
メ
ッ
カ
か
ら
メ
デ
ィ
ナ
ヘ
の
途
中
で
）
貧
し
い
巡
礼
者
も
安
心
に
水
が

飲
め
る
よ
う
に
し
て
あ
る
し
、
多
数
の
略
乾
に
、
食
料
、
薬
品
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
、
砂
糖
な
ど
を
積
ん
で
あ

っ
て
、
貧
者
に
施
し
た
り
、
病
人
を
助
け
た
り
す

る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
野
営
す
る
と
き
は
銅
の
大
鍋
で
も
の
を
煮
、
困

っ
て

い
る
人
々
に
も
わ
か
ち
与
え
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
身
軽
の
路
耽
を
準
備
し
て
い

て
歩
け
な
く
な

っ
た
人
々
を
乗
せ
て
や
つ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
は
か
ら
い
は
す

べ
て
、
イ
ー
ル
汗
国
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
ア
ブ
ー

・
サ
イ
ー
ド

（位

三
二
一
六
～

三
五
）
の
喜
捨
と
仁
愛
の
心
と
に
負
う
も
の
で
あ

っ
た
。
」
（六
九
）

ま
た
、
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
の
旅
は

「学
問
修
行
の
旅
」
で
も
あ

っ
た
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
彼
は
旅
行
家
で
あ
る
よ
り
ま
え
に
法
学
者
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
が
彼
の
旅
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
前
嶋
信
次
氏

，
も
、
前
掲
書
の
解
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
（イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
が
）
ア
ラ
ブ
族
を
代
表
す
る
旅
行
家
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
彼
が
自
負
し
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
ら
し
い
が
、
本
質
は
イ
ス
ラ
ム

神
学
者
、
法
学
者
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
ス
ペ
イ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
イ

ン
ド
に
つ
ら
な
る
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
歩
け
ば
、
到
る
と
こ
ろ
で
厚
遇
さ
れ
、
な

み
な
み
な
ら
ぬ
尊
敬
を
う
け
、
衣
食
や
旅
費
に
困
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。

中
国
に
来
て
も
広
東
や
、
泉
州
の
よ
う
に
ム
ス
リ
ム
の
居
留
地
が
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
何
の
不
自
由
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
イ
ス
ラ
ム
世
界
以

外
に
で
る
と
、
水
を
離
れ
た
魚
の
ご
と
く
難
儀
す
る
こ
と
と
な
る
。」

イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
が
旅
に
出
た
当
初
か
ら

一
定
の
法
学
の
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
た
こ
と
は

『三
大
陸
周
遊
記
』
の
記
述
か
ら
想
像
で
き
る
。

「
（チ
ュ
ニ
ス
に
て
）
し
ば
ら
く
し
て
聖
地
巡
礼
団
の
引
率
者
が
選
ば
れ
、

私
も
そ
の
カ
ー
ジ
ー

（法
官
）
に
推
さ
れ
た
。　
一
一
月
の
初
め
チ
ュ
ニ
ス
を
出

発
、
海
岸
に
沿

っ
て
進
み
、
ア
ト
ラ
ー
ブ
ル
ス

（ト
リ
ポ
リ
）
に
向
か

っ
た
。

百
騎
あ
ま
り
が
護
衛
し
て
く
れ
、
ま
た
巡
礼
団
の
方
で
も

一
隊
の
弓
手
を
備
え

て
い
た
。
…
私
は
隊
旗
を
持
ち
、
先
達
の
役
に
当
た

っ
た
。
」
（
一
四
）

そ
し
て
次
の
よ
う
に
、
各
地
で
優
遇
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
（ビ
ル
グ
イ
の
町
で
）
教
授
は
こ
の
地
の
ス
ル
タ
ー
ン
に
手
紙
を
書
い
て
、

わ
れ
わ
れ
の
到
来
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
わ
た
く
し
た
ち
の
讃
辞
を
書
き
連

ね
た
。
そ
の
と
き
王
は
暑
熱
を
避
け
て
、
付
近
の
出
に
行

っ
て
い
た
が
、
そ
れ

が
毎
年
の
な
ら
わ
し
な
の
で
あ

っ
た
。
…
こ
の
地
に
何
日
も
滞
在
し
た
が
、
ス

ル
タ
ー
ン
か
ら
は
毎
日
、
食
事
の
招
待
が
あ

っ
た
。
あ
る
日
に
は
、
正
午
す
ぎ

こ
ろ
、
自
分
で
訪
ね
て
き
た
。
そ
の
際
は
、
教
授
が
上
座
に
す
わ
り
、
王
と
わ

た
く
し
が
、
そ
の
左
右
に
座
を
占
め
た
。
法
学
者
は
ト
ル
コ
人
の
間
で
は
そ
の
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く
ら
い
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
一
三
四
）

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
、
各
地
の
学
者
を
訪
ね
て
教
え
を
請
い
な
が
ら
研
鑽

を
積
む
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
の
移
動
を
重
視

す
る
性
格
が
現
れ
て
お
り
、
各
地
の
法
学
者
や
修
行
者
を
訪
ね
歩
く
イ
ブ
ン

・

バ
ト
ゥ
ー
タ
の
旅
は
、
ま
さ
に
学
問
修
行
の
旅
で
あ

っ
た
。

「
イ
ブ
ン

・
ハ
ジ
ャ
ル
に
よ
る
と
、
故
郷
の
町
タ
ン
ジ
ャ
を
門
出
の
時
の
イ

ブ
ン

・
バ
ツ
ト
ウ
ー
タ
は
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
教
養
し
か
持
た
な
か

っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
彼
の
旅
は
、
実
際
に
学
問
探
究
の
旅
で
あ
り
、
各
地
の
モ
ス
ク
、

高
等
学
院

（
マ
ド
ラ
サ
）
や
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ

（
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
修
道
施
設
）

な
ど
で
教
え
て
い
る
高
名
な
学
者

・
聖
者
た
ち
を
求
め
て
渡
り
歩
き
、
そ
の
過

程
で
次
第
に
教
養
を
積
み
、
様
々
な
知
識
を
修
得
し
て
い
っ
た
。
」

（家
島
彦

一
訳
注
　
前
掲
書
）

五
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の

「旅
」

都
市
の
商
業
民
の
宗
教
と
し
て
生
ま
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
に
と

っ
て

「旅
」
が

大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
、
五
行
の

一

つ
に
数
え
ら
れ
る
巡
礼
や
、
学
問
修
行
の
旅
な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
と
旅
は
切

っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
ア
ラ
ビ
ア
語
に

「旅
」
に

関
す
る
豊
富
な
単
語
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
次
に
挙
げ
た
の

は

「旅
人
」
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
る
。

ラ
ッ
ハ
ー
ル
＝
旅
す
る
人

・
サ
ー
イ
フ
＝
歩
き
回
る
人
、
流
浪
の
人

・
ジ
ャ

ウ
ワ
ー
ブ
＝
諸
国
を
越
え
て
遍
歴
す
る
人

・
ジ
ャ
ウ
ワ
ー
ル
＝
踏
破
す
る
人

・

ム
サ
ー
フ
ィ
ル
＝
旅
人

・
ム
フ
タ
リ
ク
＝
諸
国
を
越
え
て
旅
す
る
人

・
タ
ー
イ

フ
＝
巡
回
す
る
人

・
ラ
ー
イ
ド
＝
訪
間
者
、
観
察
者

実
に
豊
富
な
単
語
で
は
な
い
か
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
人
々
の
関
心
が
ど
こ

に
あ
る
か
が
よ
く
分
か
る
。

さ
ら
に

『
コ
ー
ラ
ン
』
に
は
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

で
の
旅
人
に
対
す
る
扱

い
が
想
像
で
き
る
。

「本
当
の
宗
教
心
と
は
汝
ら
が
顔
を
東
に
向
け
た
り
西
に
向
け
た
り
す
る
こ

と
で
は
な

い
。

い
や
、
い
や
、
本
当
の
宗
教
心
と
は
、
ア
ッ
ラ
ー
と
最
後
の

（審
判
の
）
日
と
諸
天
使
と
聖
典
と
予
言
者
た
ち
と
を
信
仰
し
、
己
が
惜
し
み

の
財
産
を
親
類
縁
者
や
孤
児
や
貧
民
、
ま
た
旅
路
に
あ
る
人
や
物
乞
い
に
わ
け

与
え
、
と
ら
わ
れ
の

（奴
隷
）
を
購

っ
て

（解
放
し
）
、
‥
こ

（井
筒
俊
彦
訳

　

『
コ
ー
ラ
ン

・
上
』
岩
波
文
庫
　
牝
牛
の
章
）

こ
こ
で
は
、
旅
人
は
孤
児
や
貧
民
な
ど
と
並
ん
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
人
々
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。

一
三
～

一
四
世
紀
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
の
平
和
」
の
下
で

「旅
」
と
深
く
関
わ

り
、
「旅
」
を
重
視
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人
の
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
時

代
で
あ
る
。
そ
の
結
果
次
の
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
た
。

「わ
た
く
し
た
ち
が
滞
在
し
て
い
た
こ
ろ
、
カ
リ
カ
ッ
ト
の
港
に
は

一
三
隻

の
シ
ナ
の
船
が
来
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
宿
舎
を
割
り
当
て
ら
れ
、

か
の
地
に
渡
る
日
を
待

っ
て
、
三
ヶ
月
滞
在
し
た
。
シ
ナ
海
を
航
行
す
る
に
は
、

も

っ
ぱ
ら
シ
ナ
船
に
よ
る
の
で
あ
る
。

シ
ナ
の
船
に
は
三
種
類
あ

っ
て
、
最
大
の
も
の
を

『
ジ
ャ
ン
ク
』
、
中
型
を

『ザ
ウ
』
、
小
型
を

『
カ
カ
ム
』
と
い
い
、
も

っ
ぱ
ら
、
ザ
ィ
ト
ゥ
ー
ン

（泉
州
）

や
ス
ィ
ー
ン

・
カ
ラ
ー
ン
、
す
な
わ
ち
ス
ィ
ー
ヌ
ツ

・
ス
イ
ー
ン

（広
州
）
な

ど
の
町
々
で
建
造
さ
れ
て
い
る
。
船
中
に
は
甲
板
が
四
つ
あ
り
、
商
人
の
た
め

の
船
室
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
小
部
屋
や
調
度
類
が
あ
り
、
鍵
が
か
か
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
船
室
に
こ
も
れ
ば
、
同
船
の
人
々
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

目
的
地
ま
で
行

っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
う
る
。
大
船
は

一
千
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名
の
乗
組
員
を
持

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
水
夫
六
百
名
、
戦
士
四
百
名
で
、
戦

士
の
中
に
は
弓
手
、
楯
持
ち
、
石
油
を
投
げ
か
け
る
弩
手
な
ど
が
あ
る
。
各
大

船
に
は

『半
分
』
『
三
分
の

一
』
『
四
分
の

一
』
と
い
う
三
隻
の
小
型
船
が
従
う
ｃ
」

（二
四
九
～
二
五
〇
）

東
西
交
流
の
活
発
化
に
伴

っ
て
海
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
、
東
シ
ナ
海

～
南
シ
ナ
海
～
イ
ン
ド
洋
～
ペ
ル
シ
ア
湾

・
紅
海
が
結
び
付
け
ち
れ
て
い
た
こ

と
が
は

っ
き
り
記
録
さ
れ
て
い
る
。

六
、
ま
と
め
と
こ
れ
か
ら
の
課
題

『
三
大
陸
周
遊
記
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
、

○
東
西
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
様
子
、
特
に

「海
の
道
」
に
関
す
る
見

間
を
通
じ
て
、
「
モ
ン
ゴ
ル
の
平
和
」

の
下
で
海
陸
の

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
発
展
し
た
様
子
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
。

○

「巡
礼
の
旅
」
や

「学
問
の
旅
」
、
ま
た
旅
人

へ
の
援
助
や
宿
場
町
の
様
子
、

そ
し
て
国
境
で
の
検
査
な
ど
を
通
じ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
と
旅
の
関
係
を
生
徒
に

印
象
づ
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
果
た
し
た
歴
史
上
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

る

。

○
イ
ブ
ン

・
バ
ト
ウ
ー
タ
が
受
け
た
待
遇
な
ど
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お

け
る
法
官
の
地
位
や
社
会
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
…
な
ど
様
々
な
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
次
に
掲
げ
る
ペ
ス
ト
の
記
録
を
は
じ
め
多
く
の
同
時

代
史
的
な
記
録
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
本
書
は
、
工
夫
次
第
で
無
限
の
活
用

法
を
秘
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
そ
の
年
の
暮
ま
で
ダ
マ
ス
ク
ス
に
滞
在
し
た
。
飢
饉
で
、
パ
ン
の
値
が
暴

騰
し
て
い
た
。

ヒ
ム
ス
、
ハ
マ
ー
、
マ
ア
ッ
ラ
、
サ
ル
ミ
ー
ン
、
ハ
ラ
ブ

（ア
レ
ツ
ポ
）
を

歴
遊
し
た
が
、
七
四
九
年
の
ラ
ビ
ー
ウ
前
の
月

（西
暦

一
三
四
八
年
六
月
初
め
）

に
至
り
、
ガ
ッ
ザ
に
悪
疫

（黒
死
病
）
が
起
こ
り
、
わ
ず
か

一
日
の
間
に
死
者

が
千
人
を
越
し
た
と
い
う
報
が
、
ア
レ
ツ
ポ
の
宿
に
達
し
た
。
ヒ
ム
ス
に
戻
る

と
、
す
で
に
そ
の
地
も
疫
病
に
襲
わ
れ
て
い
て
、
私
の
着

い
た
日
に
三
〇
〇
人

ほ
ど
が
死
ん
だ
。
ダ
マ
ス
ク
ス
に
も
ど
る
と
、
こ
こ
も
同
じ
で
、　
一
日
の
死
者

二
四
〇
〇
人
に
達
し
た
。
ア
ジ
ュ
ル
ー
ン
か
ら

エ
ル
サ
レ
ム
に
行
く
と
、
そ
の

地
の
悪
疫
は
す
で
に
終
息
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
か

つ
て
親
し
く
し
た
長
老
た

ち
は
大
抵
は
ア
ッ
ラ
ー
の
み
も
と
に
去

っ
て
い
て
、
残

っ
て
い
る
も
の
は
ほ
ん

の
わ
ず
か
で
あ

つ
た
。
…
」
（三
〇
八
～
三
〇
九
）

「
三
大
陸
周
遊
記
』
を
よ
り
よ
く
利
用
す
る
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず

『大
旅

行
記
』
（平
凡
社
版
）
を
味
読
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
と
同
時
に
、
『
三
大
陸

周
遊
記
』
の
記
述
と
、　
一
四
世
紀
に
完
成
さ
れ
た
美
し
い

『
カ
タ
ロ
ニ
ア
世
界

図
』
を
合
わ
せ
て
教
材
化
し
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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